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体反応のうち体温および呼吸数については,一 般に

知られているように著 しい季節変動があるが,さ きに

岡本ら(1956)は 測定の際の気温を5。Fご とに 区分

し,そ の区分ごとにレピータビリチーを評価 して,気

温が快適温度をこえて上昇すると,い ずれについても

個体差が大きくなり,レ ピータビリチーも概 して大き

くなると報告 している.こ れは注目すべき傾向といえ

るが,供 試牛の頭数 が少ないので,な お 追究が望ま

しい.

一方血漿蛋白結合沃素(以 下PBIと 略称)に つい

ては,木 研究の第IV報 において岡本 ら(1963)は,搾

乳牛に関するかぎり有意の季間差を認め,こ れに関連

して夏冬を通算したレピータビリチーはきわめて低い

と報告 した.た だしその資料は季内の検討には不備で

あつたので,追 究を保留した。

本報は以上二つの報告を補足する意味で,体 温,呼

吸数,お よびPBIの3項 目について季内の レピータ

ビリチーを評価 し,あ わせてこれに関連するい くらか

の問題点を検討する目的をもつて計画した研究の経過

と,そ の成績を要約したものである.

材 料 お よび 方 法

体温および呼吸数については,飼 養管理に関する条

件の類似性と取材行動の能率とを考慮して,福 岡県宗

像郡の酪農家から50頭 の搾乳牛を抽出し,昭 和37年

7月(夏 季)お よび12月(冬 季)の 午後1時 から3時

までの間に,現 地の牛舎を巡回し,同 一牛について各

季ごとに3回(3日)の 測定を,不 連続に繰返 した,

PBIに ついては,九 州大学農学部付属農場 および

福岡県粕屋郡に所在する民営の小松ガ丘牧場から,16

頭の搾乳牛を抽出し,上 に述べた体温および呼吸数の

測定とほぼ同じ時期に,各 季3回 あての不連続的な測

定を繰返 した.

このようにして得た測定値を標本として,季 ごとに

レピータビリチーを評価 したが,測 定の際の気温(舎

内気温)お よび湿度(舎 内相対湿度)に はかなりの変

動があり,し かもこの二つの要因間には,季 内に関す

るかぎり逆の相関が考えられたので,測 定値について

はいずれの要因についても補正を加えなかつた.た だ

し体温および呼吸数に対するこれらの要因の影響につ

いては,相 関および偏相関法によつて,相 互関係を検

討 した.

結 果 お よび 考 察

1.体 温および呼吸数の季内変動と環境要因の相互

関係

体温および呼吸数の測定値を季ごとに集計 し,同 時

に測定した舎内気温および同相対湿度の集計値ととも

に取りまとめるとTable1の とおりである.

Table1に よると,体 温および呼吸数を通じて,平

均値も標準偏差も,夏 季には著しく増大 しているが,

このうちの標準偏差の増大は,さ きに岡本ら(1956)

が指摘している個体変異の増大に 関係 すると思われ

る.も つとも呼吸数については,絶 対値の増大がとく

に著しいので,変 動係数 には季間差 はほとんどない

が,体 温についてはこの係数においても夏季の顕著な



Table 1. Within season variabilities of body temperature and respiration 

     rate associated with environmental factors.

 ;: Mean  _I- standard deviation .

増大が考えられる.し か し各季を通 じて環境要因にも

かなりの変動があるので,以 上の傾向を単純に個体の

反応差と考えるのは,い うまでもなく危険である.

そ こでまず環境要因のうち一般に重要視されている

気温と湿度とについて,体 温および呼吸数との関係を

検 討 した.す なわ ち,体温(1),呼 吸 数(2),気 温

(3),お よ び湿 度(4)に つ い て,相互 間 の 相 関 と,こ

れ に 泉 つ い て気 温 あ るい は湿 度 の 影 響 を 除 い た偏 相 関

とを,季 ご とに 評 価 した が,そ の 結 果を取 りま とめ る

とTable2の とお りで あ る.

Table 2. Correlation  coefficients among body temperature (1), respiration rate (2), 
     ambient temperature (3), and relative humidity (4).

 Significant at 5 % level, =' Significant at 1 % level.

Table2に よつてまず全相関か ら検討すると,夏 季

においては体温も呼吸数も気温に対 して有意の相関を

示 しているが,そ の係数は後者が前者の約2倍 となつ

ている。またこれ らと湿度との相関は,い ずれも負の

関係となり,体 温に関するものは有意でないが,呼 吸

数に関するものは1%水 準で有意となつている.こ の

一見 して常識に反するような評価は
,気 温と湿度との

間に評価されている著 しく高い負の相関と関連 してい

るはずである.冬 季においては体温と気温との相関に

有意性が認められていないだけで,そ の他は全 く同じ

傾向である.一 般に気温と湿度との間に存在する負の

相関は,季 内に関するかぎり自然環境としてさけられ

ないものと考えられるので,こ れらのいずれかを一定

とした偏相関を検討した数値を見ると,夏 季において

体温と呼吸数が湿度と無関係に気温に対 して有意の相

関を示すのは当然であるが,湿 度に対 しても気温の影

響がなければ,有 意の相関を示すことが認められる.た

だ し冬季においてはかなり事情がちがつて,呼 吸数と

気温との偏相関だけは有意であるが,そ の他は全部有

意でない.す なわち夏季においては,気 温および湿度

の上昇は,い ずれも体温および呼吸数を増加させる要

因となつているが 冬季においては,気 温の変動が呼

吸数の変動を支配することは認められるが,体 温に対

する影響は弱く,湿 度は体温および呼吸数のいずれに

ついても,ほ とんど影響 しないことになつている.な

おここでも1呼吸数の方が体温よりも気温の変動に対す

る相関の程度が高いことが認められる.一 方さかのぼ

つて体温と呼吸数との相関(全)を 見ると,夏 季には

有意であるが冬季にはそうでなく,夏 季においてもそ

の係数は大きいとはいえない.こ れ らの事実は気温に

対する体温と呼吸数との反応において,後 者が前者に

対する調節機能の一環であることを意味するものであ

ろう.

2.体 温および呼吸数の季内レピータビリチー

以上の分析によつて認められた事実のうち,体 反応

と環境要因 との 相関 がいずれもあまり高 くないこと

は,季 内に関するかぎり,気 温および湿度以外の要因

が体反応の変動に関与していることを意味するし,ま

た同一要因に対する反応にも個体による変異がかなり

大きいことも意味するはずである.そ こでこの後の問

題を追究するために,こ れ らの反応の季内におけるレ

ピータビリチーを評価し,そ の結果を取 りまとめると

Table3の とおりである.

Table3}こ よると,体 温についても呼吸数について



Table 3. Within season repeatability estimates for body 
     temperature and respiration rate.

も,平 均平方は夏が大きく冬が小さい.レ ピータビリ

チーもまた同じく夏が大きく冬が小 さい.こ れらの傾

向においては,岡 本ら(1956)が 指摘 した傾向とほぼ

同 じとみてよい.な おここに評価された レピータビリ

チーの数値は,夏 においても必ず しも大きいとはいえ

ないが,環 境要因が均一でない自然環境であるから,

この程度の数値か らでも,こ れ らの反応にかなり個体

の特性があるものと考えてよかろう.

3.血 漿PBIの 季 内変動とレピータビリチー

血漿PBIの 測定値を季ごとに集計し,舎 内気温お

よび同相対湿度の集計値 とともに取 りまとめると

Table4の とおりである.

Table 4. Within season variabilities of plasma PBI level 
     associated with environmental factors.

 Mean   standard deviation.

Table4に よ ると,PBIの 水準は夏に低く冬に高い

が,こ の傾向はすでに前報で岡本ら(1963)が 確認 した

とおりである.と ころで今回の供試牛は2カ 所の乳牛

群から抽出されたものであるから,気 温および湿度の

測定例は,PBIに おける7～8の 測定例にそのまま通

用することにな?て いる.し たがつてこの資料はPBI

と環 境要因との季内における相関を評価するには適当

でない.よ つてここではこの相関にはふれないことに

して,血 漿PBIの 季 内におけるレピータビリチーを

評価すればTab】e5の とおりである.

Table 5. Within season repeatability estimates for plasma PBI level.

Table5に よると,血 漿PBIの レピータビリチー

は,体 温および呼吸数の同季のレピータビリチーより

もやや高く,し たがつてとくに夏の評価は,こ のよう

な変量の評価としてはかなり高い水準にあるとみなさ

れる程度である.こ れはさきに述べた環境要因の類似

性と関連 していると思われるが,そ れにしても前報で

評価した母娘間の 相関 とあわせて考察すれば,血 漿

PBIの 水準にはかなり個体の遺伝的特性があるとみて

よかろう.な お岡木ら(1963)は,す でにこの血漿PBI

の季間変動と体温の季間変動との間に,0.43と い う有

意の相関を評価 しているが,乳 量の変動とどのように

関連するかが,今 後追究を要する問題と考えられる.



摘 要

福岡県下の乳牛群について,夏 および冬における体

反応,す なわち1)体 温,2)呼 吸数,3)血 漿蛋白結

合沃素などに関するレピータビリチーを評価 した.夏

季における評価は,体 温0.46,呼 吸数0.53,血 漿蛋

自結合沃素0.61で あ り,冬 季における評価は,体 温

0.33,呼 吸数0.33,血 漿蛋白結合沃素0.47で あつた.

この季 節 に よ る評 価 の 差 は,乳 牛 の 耐 暑 性 に個 性 が

あ る こ とと,あ る程 度 の 関 連 が あ ろ う.
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                                     Summary 

   Repeatabilities for the body  reactions  1) body temperature, 2) respiration rate, 3) plasma 

protein bound iodine (PBI) level-----in dairy cows were estimated in Fukuoka Prefecture within 
summer and winter, respectively. The estimates within summer were; 0.46 for body temperature, 
0.53 for respiration rate, and 0.61 for PBI level. The estimates within winter were; 0.33 for 
body temperature, 0.33 for respiration rate, and 0.47 for PBI level. 

   The seasonal difference of the estimates may be related to the individuality of the heat 
tolerance in dairy cows.


